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トマ ト青枯病の発生における病原細

菌 とネコブ塘ンチ皿草との混合感染

(柾 舘-･植村則大 :京都府立大学学術報岱15:33-36,1963)

この報文は トマト蘭粘柄が, をの病原帥齢 Pscll･ll一

･omo棚S･Sola･yJ(lCeLm 川1,とサツマイモネコプセyチ;Lク

Me･lolldogyTle･&.･Jt･COq粥itG･Chi.twood との混合感鍵によ

る場合の･みに発病することを報告した.i)楓部付傷の有

無と発病 :収 に優をつけた衝偏区と傷をつけない無髄区

に分け,それぞれに細齢を接種したところ,籍⊥臥 弟

2園田の米収とも無傷区は発病 ･Oに対し,,有髄区におい

では,顕 1回田の楽観では24日後に85.20/0,錦 2】回目の
し-

実験では21日後に82.0･0/Oも発病した.2)ネコプセyチ

:?.クと御薗の浪合感免 :細矧夏,線虫区,.細菌 + 線 虫

区,対照区の 4区に分けて実験したところ講師漸R',線虫

医,対照･区ともに発病率Oに対し,細齢と線虫とを混合

接種した1区においては21日後に,接髄箱を使用した区で

81.80/0,ポ ットを使用した区で80.40/Oの商い発病率を示

し,サツマイ聴ネコプセンチュクによる筒枯病病原細菌

の混合感触がおこることを明らかにした.

(抄鉾 田感正雄)


